
【逐次読み】 

 読みが困難という課題の中で、逐次読みになるという児童生徒の実態があります。音読

の際に文字を一文字ずつ追いながら読むため、詰まりながらの読みになったり、読むのが

遅かったり、読んでも意味を理解できていなかったりすることがあります。つまずきの理

由としては、以下のようなことが考えられます。 

 

① 文字を追う視線と発声が一致しない。 

② 単語をまとまりで捉えることに課題がある。 等 

 

本人は正しく読んでいるつもりでも周りから「真面目に読みなさい。」「わざとやってい

るの？」等という言葉をかけられてしまうことがあるため、本人の自尊感情や意欲が低下

してしまうことがないよう、注意が必要です。教材を工夫し、本人の読みやすい形を見つ

けてあげることで、自信をもって音読等の課題に取り組むことにつながります。 

 

 

 


